


















を行った．基準を満たす被験者 18 名 (男性 17 名，女性 1 名，平均年齢 24.5±3.1 歳) を BF 群（n = 10）
とコントロール（CO）群（n = 8）にランダムに振り分けた．EMG-BF 装置を用い，連続した 3 週間の日中
および夜間睡眠時の筋電図（Electromyogram: EMG）を各 5 時間記録した．記録部位は主咀嚼側側頭筋部
を選択した．2週目の日中に閾値以上の筋活動を検出した際に，電子音が鳴るように設定し EMG-BF 訓練を
行った．被験者には普段通りの生活を行うよう指示した．EMG 記録から，筋活動量が 20％MVC 以上，筋活
動持続時間が 0.25 秒以上 2秒未満のイベントを検出し，これを phasic burst とした．また，同意の得ら
れた 4名の被験者に対しては睡眠時のビデオを撮影し，体動がイベントへ及ぼす影響をビデオ映像より確
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